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椰市犀‐.『
=環
す.う会』+『平演会』

職祓籟機瑾艘塑:辞国
・光州市公演
,2.24

三
菱
重
〓
へ
の
強
■
動
員
機
害
者

・
発
州
市
長
ら
も
日
■

舞
台
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
客
席
も
心
一
つ

二
月
二
四
日
午
後
、
韓
国
光
州

市
で
の
公
演

『
ほ
う
せ
ん
花
Ⅲ
』

に
つ
い
て
、
現
地
メ
デ
イ
ア

『
光

州
ド
リ
ー
ム
』
な
と
の
報
道
を
も
　
　
公
益
財
団
法
人
光
州
文
化
財
団

と
に
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
と
名
古
屋
市
民
劇
団
が
意
欲
的
に

準
備
し
た
演
劇
『
ほ
う
せ
″
″
花
Ⅲ
」

三
菱
名
古
屋
で
の
強
制
労
働

日
本
語
の
セ
リ
フ
は
舞
台
両
袖
の
ハ
ン
グ
ル
宇
幕
に

被
害
者
鄭
信
栄
さ
ん
も
観
劇

・
感
動

閉
幕
後
、
キ
ャ
ス
ト

・
ス
タ
ツ
フ
に
花
束



3 日本と朝鮮 (憂知版)2024年 3月 1480)号

1輻 、1

故

・金

恵

玉

さ

ん

墓

地

に

参

拝

国
立
５
・
１
８
墓
地

「
民
主
の
門
」
で

公
演
会
場
周
辺
に
は
歓
運
の
横
幕
が

専
用
バ
ス
窓
か
ら
見
た
・
光
州
市
街
地

光
州
事
件
、
弾
圧
弾
痕
遺
る
ビ
ル
で

食
堂

で
は
李
朝
絵

画
が

出
迎
え
た

は
、
二
月
二
四
日
、
ビ
ッ
コ
ゥ
ル

市
民
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
六
〇

〇
席
以
上
満
席
に
し
て
挙
行
し

た
。同
財
団
に
よ
る
と
、
劇

「
ほ
ぅ

せ
ん
花
Ⅲ
」
は
、　
一
九
四
四
年
に

三
菱
重
工
業
名
古
屋
航
空
機
工
場

に
動
員
さ
れ
た
韓
国

ハ
ル
モ

ニ

（お
ば
あ
さ
ん
）
た
ち
の
名
誉
を

回
復
す
る
た
め
に
、
強
制
労
働
と

人
権
侵
害
を
調
査
す
る
良
心
的
な

市
民
の
四
〇
年
間
の
闘
い
を
表
現

し
た
演
列
で
あ
る
。

本
作
は
、　
一
九
九
八
年
か
ら
強

制
動
員
の
被
害
者
の
ハ
ル
モ
ニ
た

ち
を
支
援
し
て
い
る

「名
古
屋
三

菱

・
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟

を
支
援
す
る
会
」
と
、
劇
団

「愛

知
県
民
の
平
和
を
願
う
劇
団
」
の

コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
で
あ

る
。
初
演
は
二
〇
〇
三
年
に
名
古

屋
で
初
演
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
に

は
名
古
屋
市
公
会
堂
で
第
二
回
公

演
、
千
人
人
以
上
が
観
覧
す
る
な

ど
好
評
を
博
し
た
。

今
回
の
光
州
公
演
は
三
度
日

で
、
初
め
て
の
海
外
公
演
で
あ
り
、

被
害
者

ハ
ル
も
モ
ニ
ら
が
故
郷
か

ら
駆
け
つ
け
た
こ
と
は
、
特
に
有

意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

繭

⑩
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俳
優
二
二
人
、
関
係
者

一
九
人
、

観
客
な
ど
約
四
〇
人
の
日
本
人
が

光
州
を
訪
れ
た
。
そ
の
意
義
は
、

出
演
者
全
員
が
演
劇
を
本
業
と
す

る
プ

ロ
の
俳
優
で
は
な
く
、
中
学

生
か
ら
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
定
年
退

職
者
ま
で
、
名
古
屋
市
の

一
般
市

民
だ

つ
た
こ
と
に
あ
る
。

韓
国
の
少
女
た
ち
が
強
制
労
働

を
強
い
ら
れ
る
中
、
「ア
リ
ラ
ン
」

を
歌
う
場
面
で
は
、
観
客
席
か
ら

は
鳴
咽
も
。
二
〇

一
人
年
に
韓
国

最
高
裁
が
被
害
者
原
告
に
有
利
な

判
決
を
下
し
た
場
面
で
は
、
観
客

か
ら
拍
手
と
歓
声
が
上
が

つ
た
。

勤
労
挺
身
隊
被
害
者
の
人
権
侵

害
と
苦
間
の
過
程
を
描
い
た
こ
の

公
演
終
幕
に
は
、
観
客
か
ら
ス
タ

ン
デ
イ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
感

動
と
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。観
劇
し
た
カ
ン

・
ギ
ジ

ヨ
ン
光

州
広
域
市
市
長
は

「
一
二
〇
分
間
の
公
演
を
終
え

て
、
ハロ
本
の
あ
る
芝
居
で
は
な
く
、

リ
ア
ル
で
真
撃
な
芝
居
だ
と
感
じ

た
」
と
し
、
「
歴
史
的
事
実
が
記

憶
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
る
よ
う
、

光
州
市
は
応
援
す
る
」
と
強
調
し

た
。演
出
家
の
な
か

。
と
し
お
さ
ん

は
、
「
二
〇
〇
三
年
の
初
演
に
俳
優

と
し
て
出
演
し
、
演
劇
を
通
し
て

史
実
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
、
演
出
家
を
引
き
受
け
た
」

と
語
る
。

役
者
全
員
が

「
ア
リ
ラ
ン
」
を

接
学
び
、
練
習
し
た
結
果
だ
と
い

い
つ
ノ
。原
告
の
梁
錦
徳

ハ
ル
モ
ニ
役
を

演
じ
た
武
藤
陽
子
さ
ん
は
、

買
日
本
）国
民
と
し
て
、
三
菱

と
⌒日
本
）政
府
を
職
じ
て
い
る
」

と
し
、
「
梁
錦
徳
の
役
を
演
し
た

こ
と
で
、
三
菱
と
政
府
は
被
害
者

の
過
去
の
行
為
を
丁
寧
に
譲
罪
す

べ
き
だ
と
、
よ
り

一
層
強
＜
感
じ

た
」
と
述
べ
た
。

弁
護
目
の
事
務
局
長
役
を
演
じ

た
弁
護
士
の
松
本
篤
周
さ
ん
は

「
舞
台
裏
で
待

っ
て
、
俳
優
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
感
情
を

抑
え
き
れ
な
か
つ
た
」
と
話
し
た
。

今
回
訪
韓
し
た
日
本
人
約
匹
○

人
は
、
五
月

一
人
日
国
立
墓
地
な

ど
光
州
の
歴
史
文
化
施
設
を
巡

っ

た
後
、
二
五
日
に
帰
国
。

な
お
、
こ
の
公
演
に
あ
た
り
、

昨
年
二
月
に
光
州
文
化
財
団
（キ

ム

・
ヨ
ソ
ン
代
表
代
行
）
、
日
本

強
制
動
員
市
民
の
会

（李
国
恩
会

長
）
、
名
古
屋
の
「訴
訟
を
支
援
す

る
会
員
高
橋
信
共
同
代
表
）
の
〓

者
が
業
務
協
定
を
締
結
し
た
。

光州市カン市長
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【編
集
者
ま
え
が
き
】
本
欄
は
、
我
が
国
と
は
未
国
交

状
饉
に
あ
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
立
場
や
日

朝
関
係
を
含
む
諸
見
解
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
同
国

の
対
外
文
化
連
絡
協
会

（ピ

ョ
ン
ヤ
ン
）を
通
し
て
日
朝

協
会
愛
知
県
運
（名
古
屋
）に
直
接
送
ら
れ
る
情
報
・資
料

を
そ
の
ま
ま
日
■
夕
る
日
で
す
。

史
は
絶
対
に
消
さ
れ
な
い

群
馬
県
当
局
の
朝
鮮
人
強
制
連
行
犠
牲
者

追
悼
碑
の
強
制
撤
去
に
つ
い
て

【朝鮮民主主義人民共和国

ビョンヤン 20243月 15日】
原文/日本語

日
本
の
群
馬
県
当
局
が
県
立
公

園
か
ら
朝
鮮
人
強
制
連
行
犠
牲
者

追
悼
碑
を
強
制
的
に
撤
去
し
た
暴

挙
は
、
強
制
連
行
の
直
接
的
な
被

害
者
と
そ
の
子
孫
た
ち
が
抱
い
て

い
る
傷
に
再
度
塩
を
撒
く
許
し
が

た

い
反
人
倫
的
蛮
行
で
あ
り
ま

す
。こ
の
追
悼
碑
は
日
本
の
市
民
団

体
が
、
過
去
日
本
帝
国
主
義
に
よ

つ
て
強
制
連
行
さ
れ
群
馬
県
で
中

世
紀
的
な
奴
隷
労
働
と
死
を
強
い

ら
れ
た
数
千
名
の
朝
鮮
人
を
追
慕

し
、
過
去
の
罪
業
を
反
省
し
朝
日

間
の
友
好
を
願
つ
て
二
十
年
前
に

立
て
た
良
心
と
正
義
の
素
朴
な
象

徴
物
で
す
。

こ
の
度

の
事
件
は
偏
見
と
憎

悪
、
差
別
が
横
行
す
る
列
島
の
片

隅
で
起
こ
っ
た
偶
発
的
な
こ
と
で

は
な
く
、
軍
国
主
義
の
亡
霊
と
極

右
翼
民
族
主
義
が
徘
徊
す
る
日
本

の
政
治
風
土
が
生
み
出
し
た
必
然

的
帰
結
で
す
。

日
本
の
当
局
者
た
ち
は
地
方
の

判
断
で
あ
る
と
と
ぼ
け
て
い
ま
す

が
、
事
件
の
裏
面
を
少
し
だ
け
覗

い
て
見
て
も
そ
の
真
偽
が
す
ぐ
に

わ
か
り
ま
す
。

事
件
を
強
行
主
導
し
た
群
馬
県

知
事
は
反
共
和
国
、
対
朝
鮮
敵
対

動
鯖
椰
猾
囃
“
聯
醜
鋲
証
賭
麺
嚇

め
て
い
た
当
時
に
は
わ
が
国
と
日

本
を
往
来
し
て
い
た
人
道
的
使
命

の
貨
客
船

「万
景
峰
１
９
２
」
号

の
入
港
禁
止
法
立
案
の
先
頭
に
立

ち
、
今
も
列
島
各
地
の
朝
鮮
人
犠

牲
者
追
碑
を
撤
去
さ
せ
よ
う
と
策

動
し
て
い
る
右
翼
勢
力
と
結
託
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇

一
四
年
群
馬
県
議

会
が
追
悼
碑
の
設
置
期
間
延
長
を

不
可
と
す
る
決
議
を
採
択
す
る
よ

う
に
操
縦
し
た
の
は
、
日
本
最
大

の
右
翼
組
織
と
し
て
悪
名
高
い
日

本
会
議
の
地
方
議
員
連
盟
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
で
し
た
。

こ
の
日
本
会
議
が
歴
史
修
正
主

義
と
排
外
主
義
を
主
な
思
潮
に
し

て
お
り
、
所
属
の
国
会
議
員
懇
談

会
と
地
方
議
員
連
盟
を
通
じ
て
中

央
と
地
方
の
政
治
を
幕
裏
か
ら
操

つ
て
お
り
、
群
馬
県
議
会
の
四
十

％
以
上
の
議
員
が
こ
の
組
織
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
は
秘
密
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

群
馬
県
当
局
が
二
〇

一
二
年
頃

か
ら
政
治
発
言
で
あ
る
と
言
い
が

か
り
を
付
け
て
い
る
「強
制
連
行
」

の
表
現
も
日
本
政
府
が
す
で
に
二

〇

一
一
年
か
ら
歴
史
教
科
書
で
の

使
用
を

一
切
禁
止
さ
せ
た
核
心
用

語
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
幾

つ
か
の
事
実
だ
け
を
結

び
つ
け
て
考
え
て
も
今
回
の
追
悼

碑
の
撤
去
事
件
は
右
翼
保
守
思
想

に
染
ま

っ
て
い
る
日
本
の
市
井
の

徒
ら
が
教
科
書
改
悪
の
次
の
目
標

と
し
て
緻
密
に
計
算
し
た
意
図
的

な
歴
史
歪
曲
策
動
の
結
果
で
あ
る

と
言
う
し
か
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
こ
の
度
の
事
件
が

始
発
点
に
な
っ
て
日
本
列
島
の
至

る
所
に
眠
っ
て
い
る
朝
鮮
人
強
制

連
行
犠
牲
者
の
霊
魂
が
次
々
と
じ

ゆ
う
り
ん
さ
れ
か
ね
な
い
極
め
て

憂
慮
す
べ
き
状
況
が
も
た
ら
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
た
だ
な
ら
ぬ
狂
乱

の
前
奏
曲
は
内
外
の
激
し
い
憤
り

を
呼
び
起
こ
し
て
い
ま
す
。

歴
史
は
消
す
こ
と
も
出
来
な
い

し
、
消
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
、
広
島
と
長
崎
の
被
爆

資
料
館
が
ド
ア
を
開
め
る
と
、
日

本
が
受
け
た
被
爆
の
受
難
の
歴
史

が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
か
。

沖
縄
の
摩
文
仁
の
丘
に
建
て
ら

れ
た
慰
霊
碑
が
撤
去
さ
れ
る
な

ら
、
米
軍
と
の
激
戦
で
二
〇
万
余

名
の
罪
な
き
県
民
が
命
を
失

っ
た

流
血
の
歴
史
が
消
え
て
し
ま
う
で

し
よ
う
か
。

近
代
日
本
の
哲
学
者
田
辺
元
は

「懺
海
道
と
し
て
の
哲
学
」
で
悪

い
こ
と
を
し
た
な
ら
そ
れ
を
隠
す

の
で
は
な
く
自
分
が
や

っ
た
こ
と

を
悔
い
改
め
反
省
し
て
こ
そ
正
し

く
生
き
て
い
け
る
と
言

い
ま
し

た
。日
本
の
愚
味
な
為
政
者
ら
は
今

に
で
も
先
人
の
訓
示
か
ら
道
理
を

悟
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

朝
鮮
対
外
文
化
連
絡
協
会
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『朝鮮
通信
使
、
尾張
路
の旅
』補
遺
／猿
猥
庵
と朝
鮮
通信
使
（七
）

堀
　
崎
　
一暴
　
明

嘲
号
合

い
出
す
説
明
も
注
目
し
た

東
照
富
祭
と
唐
子
行
列

当
の
祭
り
は
元
和
五
年

（
１
６

］いに師畦晦囃は疇嘩い『雌

茶巡 勲ζ興累巫轟函列
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で
あ
る
。
初
め
は
神
御
輿
の
渡
御

行
列
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
程
な
く

町
方
か
ら
の
参
加
が
始
ま
り
、
幕

末
期
に
は

い
い
ヶ
町
か
ら
約
６
、

０
０
０
人
が
参
加
す
る
城
下
最
大

の
行
事
と
な
っ
た
。
特
に
警
固
行

列

（仮
装
を
伴
う
練
り
物
）
に
多

く
の
目
が
寄
せ
ら
れ
、
町
奉
行
を

先
導
に
九
輌
の
山
車
、
茶
屋
家
の

母
衣
、
町
総
代
に
続
き

「町
名
旗
」

の
も
と
約
３
６
釘
か
ら
の
練
り
物

が
名
古
屋
城
の
東
照
官
か
ら
本
町

通
り
を
南
の
若
宮
八
幡
官

へ
向
か

い
、
各
町
は
壮
一麗
な
衣
装
で
風
流

を
競

っ
た
。

こ
の
行
列
に
異
彩
な

「唐
子
行

列
」
の
練
り
物
で
参
加
し
た
の
が

∽
一臥

唐人

大和町

大
和
町

・
茶
屋
町
で
あ
っ
た
。
両

町
の
行
列
参
加
が
い
つ
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
後
の
経
緯
を
追
う
と

寛
永
十
五
年

（
１
６
３
８
）
に
諸

町
が
参
加

（内
容
不
明
）
、
慶
安

三
年

（
１
６
５
０
）
に
祭
礼
様
式

が
整
う
な
か

「唐
人
四
十
二
人

三
行
　
大
和
町

・
茶
屋
町
」
と
、

そ
の
参
加
を
確
認
で
き
る

（
「御

祭
礼
警
圏
始
之
事
し
。

こ
の
間
の
朝
鮮
使
節
団
来
名
に

は
、
寛
永
元
年

（
１
６
２
４
）
、

同
十
三

・
十
年

（１
６
３
６

・
４

３
）
と
短
期
間
に
３
度
あ
り
、
異

国
情
緒
あ
ふ
れ
る
意
匠
や
独
得
な

楽
器
を
鳴
ら
す
賓
客
の
行
列
行
進

に
町
中
で
は
興
味
津
々
、
熱
い
視

線
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
も
注
記
し

て
お
き
た
い
。

唐
子
行
列
を
生
む
見
物
体
験

「警
固
行
列
」
に
当
た
り
、
両

町
が
国
際
色
を
宿
す
異
彩
企
画
を

な
ぜ
試
み
た
の
か
？
そ
の
事
情
に

は
強
い
関
心
を
抱
く
も
の
の
、
知

り
得
る
当
時
の
記
録
は
確
認
で
き

て
い
な
い
。
し
か
し
両
町
は
京
町

通
り
か
ら
本
町
筋

へ
通
行
す
る
朝

鮮
通
信
使
を
見
物
で
き
る
絶
好
地

で
あ
り
、
そ
の
際
に

「茶
屋
家
の

物
見
長
屋
か
ら
異
国
人
の
通
行
見

物
を
楽
し
む
」

「
尾
張
名
所
図

△
百
）
と
の
記
録
も
あ
り
、
警
固

行
列
の
制
作
で

「唐
子
、
装
束
、

道
具
」
な
ど
に
生
か
せ
た
こ
と
は

想
定
で
き
る
。

ま
た
制
作
事
情
を
探
る
中
で
目

を
提
え
た

「大
垣
市
竹
島
町
の
朝

鮮
山
車
」
に
つ
い
て
の

「同
町
大

黒
屋
の
先
社
が
大
垣
に
宿
泊
し
た

通
信
使
を
追

っ
て
名
古
屋
ま
で
同

行
、
通
信
使
の
衣
装

・
楽
器
な
ど

を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
、
そ
れ
を
も
と

に
京
都
西
陣
に
朝
鮮
服
を
注
文
し

た
と
の
説
も
あ
る
」
と
す
る
解
説

鍵
こ
こ
ろ
の
交
流
　
朝
鮮
通
信

使
』
２
０
０
１
）
も
大
変
参
考
に

な

つ
た
。

そ
し
て
特
に
注
目
し
た
の
は
、

江
戸
中
期
の
大
和

・
茶
屋
町
の
練

り
物
構
成
メ
ン
バ
ー
と
練
物
装
束

を
分
析
し
た

【表
】
で
あ
る
。
各

構
成
員
の
装
東
使
用
衣
料
の
違
い

を
見
た
も
の
で
、
「上

々
官
」
な

ど
身
分
の
高
い
人
物
に
は
羅
沙
や

金
織
の
高
級
素
材
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
研
究
者

（沖

本
清
美

「近
世
中
期
名
古
屋
東
照

宮
祭
礼
の
装
東
」
２
０
１
２
）
の

「着
用
者
と
見
物
人
双
方
に
、
練

物
に
参
加
す
る
人
の
役
割
を
視
覚

的
に
印
象
づ
け
る
た
め
、
装
束
の

素
材
に
金
織
、
綸
子
、
緞
子
、
沙

羅
な
ど
絹
ま
た
は
毛
織
物
な
ど
で

華
や
か
に
見
せ
よ
う
と
の
意
が
働

い
て
い
た
」
と
す
る
指
摘
は
得
心

が
い
く
。

つ
ま
り
両
町
に
居
住
す

る
茶
屋

。
伊
藤
家
な
ど
は
由
緒
あ

る
名
古
屋
町
人
で
、
町
の
誇
示
意

識
を
示
す
べ
く
思
案
、
制
作
に
及

ん
だ
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
朝
鮮

通
信
使
は
す

で
に
慶
長
十
二
年

（
１
６
０
７
）
に
は
清
須
で
２
泊

し
て
お
り
、
同
地
在
住
の
茶
屋

・

伊
藤
両
家
も
当
時
見
物
、
朝
鮮
使

節
か
ら
強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と

も
心
底
で
働
い
た
と
思
わ
れ
る
。

猿
猥
庵
の
卓
識

人
の
意
識
形
成
で
体
験
が
も
と

に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
度
重
な
る

「朝
鮮
通
信
使
の

来
訪
」
が
運
ぶ

「異
国
の
風
」
が
、

日
本
社
会

へ
ど
の
よ
う
に
浸
透
し

た
か
を
検
証
し
う
る
証
拠
を
探
し

出
す
の
は
そ
う
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て

「大
和

・
茶

達
期
わ
け
』
ぜ
稿
ん
い
妨
雑
劉
辮

つ
せ
り
ぞ
」
翁
尾
張
年
中
行
事
絵

妙
牌
経
郎
び
に
のと為
狩
麟
嚇碗

対
畝
ざ
滋
辣
』靖瘍
珊
几
ズ馘投

瑯
れ
献
『
凛
臥
狭制
”
獅
醜れ
い

壁
勒

藉
げ
晴紳
猟
響

照
宮
祭
で
の
警
固
行
列
参
加
に
朝

齢
腋
鰤
砂
疎
略
が
級
帥
動
型乾
級

と

い
え
る
。

で
感
暖
た。

「
大
師
郡
御
か
疎
麒
雌
矮

と
な
り
、
後
の
明
和
二
年

（
１
７

６
５
）
の
関
鍛
冶
町
、
桶
屋
町
な

だ
鋤
肝洛
畑
∽燿
期節
捌証
鵠
離

目
し
た
い
と
こ
ろ
で
有
る
。

大和町.茶屋町の憲子行FIJ 比較表

町名  !  練物  :

唐 人

茶屋町

唐人

鐘、太鼓

株几鋳:

上々官
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緩
軋
馨
撥
雛
霧

朝鮮
の雑
器茶
碗が
日本
の国宝
に
〓
承菫

読
者
の
み
な
さ
ん
、
朝
鮮
の
メ

シ
茶
碗
、
国
宝
の
喜
左
衛
門
井
戸

の
写
真

（本
誌
四
七
人
号
）
を
ご

覧
に
な

つ
て
、
ど
の
様
に
思
わ
れ

ま
し
た
か
？

こ
れ
が
国
宝
か
？
と
思
わ
れ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
左
右
の

形
が
少
し
違

つ
て
い
る
事
に
気
付

か
れ
ま
し
た
か
、
波
打

つ
様
に
ゆ

が
ん
で
い
る
感
じ
も
受
け
ま
せ
ん

か
、
ど
こ
と
な
く
不
安
定
な
感
じ

も
し
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
造
り
た
い
と
云

う
思
い
が
、
少
々
の
違
い
な
ど
と

気
楽
な
調
子
が
伝
わ

つ
て
き
ま

す
。
　

し
か
も
、
使

っ
て
い
る
う

ち
に
、
水
分
の
染
み
漏
れ
が
起
き

た
た
め
、
内
側
に
漆
で
防
水
加
工

さ
れ
た
欠
陥
も
見
ら
れ
る
茶
碗
で

す
。以
上
の
事
か
ら
も
大
量
生
産
さ

れ
た
も
の
だ
と
、
皆
さ
ん
も
分
か

っ
て
頂
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
茶
碗
が
有

名
に
な
り
、
国
宝
に
ま
で
昇
格
し

た
の
で
し
よ
う
か
？

最
初
に
こ
の
茶
碗
を
所
有
し
た

の
が
、
大
阪
の
商
人
で
し
た
。
そ

れ
以
外
に
、
喜
左
衛
門
に
関
し
て

は
な
に
も
伝
わ

つ
て
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
喜
左
衛
門
の
名
が
現
今
ま

で
残

つ
た
の
で
し
よ
う
か
？

よ
ほ
ど
衝
撃
的
な
事
が
あ

つ

て
、
茶
人
仲
間
で
有
名
に
な
り
、

世
間
に
も
広
が

つ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
、
私
の
推
測
で
す
が
、

よ
ほ
ど
の
高
値
で
買
い
取

つ
た
の

で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
が
し
ま

す
。元
来
、
雑
器
で
す
か
ら
、
今
な

ら
五
、
六
４
百
円
の
物
と
思
い
ま

す
。
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
あ
る

程
度
の
高
値
が

つ
い
た
と
思
い
ま

す
。
朝
鮮
の
茶
碗
が
人
気
を
集
め

て
い
る
事
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
喜
左
衛
門
さ
ん
は
、
そ

の
茶
碗
゛
気
に
入
り
言
い
値
の
数

倍
の
百
万
円
で
買
い
取

つ
た
と
仮

定
し
た
ら
、
仲
間
内
で
評
判
に
な

り
、

「私
の
茶
会
で
も
使
わ
せ
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
広
く
喧
伝
さ
れ

世
間
に
も
喜
左
衛
門
井
戸
の
存
在

が
知
れ
渡

つ
た
の
で
は
な
い
か
と

思

つ
て
い
ま
す
。

喜
左
衛
門
の
事
は
さ
て
お
き
、

井
戸
や
熊
川
、
呉
器
、
一二
島
な
ど
、

な
ぜ
雑
器
茶
碗
が
日
本
の
茶
人
達

に
喜
ん
で
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
皆
さ
ん
、
そ
の
事
を

不
思
議
に
思
い
ま
せ
ん
か
、
日
本

に
も
茶
碗
が
有

つ
た
は
ず
だ
が
？

し
か
し
、
当
時
の
日
本
で
は
ノ

抹
茶
に
向
い
た
茶
碗
は
絶
無
で
し

た
。日
本
で
は
木
の
椀
、　
ロ
ク
ロ
引

き
の
椀
で
、
高
価
な
物
は
漆
が
塗

ら
れ
、
本
地
の
ま
ま
の
物
も
有
り

ま
し
た
が
抹
茶
に
は
向
き
ま
せ

ん
。
陶
器
の
碗
も
有
り
ま
し
た
が
、

山
茶
碗
と
呼
ば
れ
る
素
焼
き
の
物

で
、
抹
茶
茶
碗
と
し
て
は
不
向
き

の
物
で
し
た
。

当
時
の
日
本
で
は
、
六
古
窯

（平

安
時
代
末
頃
か
ら
末
永
く
続
い
た

山

崎

員

臣
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窯
で
、
瀬
戸

・
常
滑

。
備
前

・

丹
波

。
信
楽

・
越
前
）
今
年
の
正

月
に
起
き
た
大
地
震
の
中
心
地

・

珠
洲

（
ス
ズ
）
に
は
有
名
な
古
窯

群
が
有
り
ま
す
。
今
で
は

「六
古

窯
」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
窯
は
有

つ
た
の
で
す
が
、
甕
や
壺
が
主
な

生
産
品
で
茶
碗
は
造
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
【
図
①
】
は
珠
洲

古
窯
の
甕
と
壺
で
す
。

そ
の
様
な
時
期
に
朝
鮮
で
は
雑

器
と
し
て
抹
茶
茶
碗
に
向
い
た
物

が
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
偶

然
の

一
致
だ

っ
た
の
で
す
―
　
グ

ツ
ド
　
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
こ
の
事

で
す
ね
。
貿
易
商
人
や
そ
の
船
の

船
員
に
よ
っ
て
、
日
本
に
持
ち
込

ま
れ
、
茶
人
達
に
知
ら
れ
る
様
に

な

っ
た
の
で
す
。

魚
々
屋

（ト
ト
ャ
）
と
呼
ば
れ

て
い
る
茶
碗
が
い
ろ
い
ろ
有
る
の

で
す
が
、
千
利
体
の
実
家
は
堺
の

魚
類
の
倉
庫
業
で
し
た
。
そ
こ
に

有

っ
た
と
云
わ
れ
る
茶
碗
が
そ
の

様
に
呼
ば
れ
、
船
員
に
よ
っ
て
持

ち
込
ま
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
【
図

②
】
は
ト
ト
ヤ
茶
碗
の

一
点
で
す

が
、
ど
う
見
て
も
メ
シ
喰
い
茶
碗

と
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は

ど
の
様
に
ご
覧

に
な
り
ま
し
た

か
？朝
鮮
の
雑
器
茶
碗
は
、
釉
が
か

か
り
、
使
え
ば
味
の
あ
る
変
化
に

富
ん
だ
物
で
す
。
大
き
さ
も
適
度

で
手
に
馴
染
む
物
で
し
た
。
で
す

か
ら
、
ま
た
た
く
間
に
日
本
の
茶

人
達

の
人
気
を
さ
ら

つ
た

の
で

す
。か
つ
て
は
協
奏
曲
を
奏
で
る
様

な
時
代
、
夢
の
よ
う
な
時
代
だ

っ

た
の
で
す
。
今
も
続
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
が

・
・
・
。

そ
の
頃
に

一
大
イ
ベ
ン
ト
が
太

閤
秀
吉
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
の
で

す
。
秀
吉
が
政
権
確
立
を
祝
う
た

め
、
京
都
北
野
天
満
官
の
森
で
大

茶
会
を
開
い
た
の
で
す
。

三
ヶ
月
前
か
ら
近
畿

一
円
に
高

札
【
図
③
は
そ
の
写
し
】
を
掲
げ
、

一
般
市
民
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に

数
寄
者
に
は
参
加
を
厳
命
し
ま
し

た
当
日

（
天
二
十
五
年
十
月

一

日
）
、
社
殿
に
展
観
場
を
設
け
、

秀
吉
が
収
集
し
た
茶
道
具
の
展
示

も
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
横
に

は

「黄
金
の
茶
室
」
も
設
置
し
、

人
気
を
煽
り
ま
し
た
。

秀
吉
の
茶
屋
、
そ
し
て
千
利
休
、

津
田
宗
及
、
今
井
宗
及
な
ど
名
だ

た
る
師
匠
連
の
茶
の
振
い
が
行
わ

れ
た
の
で
す
が
、
十
日
間
の
予
定

が
、
た
つ
た
の

一
日
で
終
わ

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
事
で
、

茶
の
湯
の
人
気
が
沸
騰
す
る
と
共

に
、
朝
鮮
渡
来
の
茶
碗
の
人
気
も

共
に
し
ま
し
た
。

今
、
日
本
に
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の

朝
鮮
由
来
の
茶
碗
が
有
る
で
し
ょ

う
か
？
千
利
体
の
子
孫
の
方

々
が
指
導

し
て
い
る
三
千
家

（表
千
家
、
裏

千
家
、
武
者
小
路
千
家
）
の
会
員

数
が
五
百
万
人
と
云
わ
れ
、
松
尾

。藪

の
内
な
ど
全
国
そ
の
他
の
流

派

の
人

々
が
百
万
人
と
仮
定
し

て
、
計
六
百
万
人
の
内
の
五
％

の
師
匠
格
の
人
々
が

一
点
づ

つ
持

つ
た
と
す
る
と
、
三
十
万
点
の
茶

碗
が
有
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
？

次
回
、
訪
韓
の
折
に
は
、
博
物

館
で
井
戸
茶
碗
な
ど
が
、
ど
の
様

に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
、
興
味
が

沸
い
て
き
ま
し
た
。
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一

茶
辞ヽ

デヽ
ー
ー
く
く
不
キ
は
い
つ…
け

ふ

よ
４

↑

、

フ

ー
″

（́

ダ
＾
７
（
１
，
ネ
２
ビ
椰

位
だ
二■
ｆ
ら
す
０
子
く
ヽ

の
ス
ッ
ー
●
キ
Ｃ
，
″
′
、
　
ス
一
―
―
、
　
　
大

職

｝

儘

畿

苺

“
．

、

‐

‐

‥

■

１１
燿

儘

囃

１

■

■

「

囃

桟

麟|IR感|1鰊‐1～ 1翫・ |■

鰤誹赳
~

名 や平和
の日制定に
寄せて

3月 12日 ● ～ 5月 18日 0

●開館時間…11:00～ 16:00(最 終日は
15:00ま で)

■休 館 日 …日曜日、月曜日

日入 館 料 大人300円 小中高生 100円

躙写鰊糀自 かも
名古屋市名東区よもぎ台2 820 TEL&FAX052 602 4222
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CD『イムジン河週
(1968年 )
ザ・フォーク・クルセダーズ

伊 藤 一 郎

(korearnOvieculture()ahOo 00jp)

朝鮮文化を知る会

原
語
で
歌
っ
た
先
進
性

オ
リ
ジ
ナ
ル
音
源
の
ま
ま
リ
リ
ー
ス

「
イ
ム
ジ
ン
河

（
注
２
と

（房

題
一臨
津
江
）
は
、
朴
世
永

が
作

詞
し
、
高
宗
漢
が
作
曲
し
た
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
（以
下
「朝

鮮
し

の
楽
曲
で
あ
る
。

「
イ
ム
ジ

ン
河
」
は

一
九
五
七

年
に
、
朝
鮮
音
楽
家
同
盟
の
機
関

誌

『
朝
鮮
音
楽
』
８
月
号
の
楽
譜

集
『
８
月
の
歌
』
で
発
表
さ
れ
た
。

同
曲
は
、　
一
九
六
〇
年
に
朝
鮮

青
年
社
が
発
行
し
た
歌
集

『
新
し

い
歌
集

第
３
集
』
に
収
録
さ
れ

て
お
り
、
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
た
。

一
九
七
〇
年
以
降
は
日
本
の
朝
鮮

学
校
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
た
。　
一
九
六
八
年
に
ザ

・
フ
オ

ー
ク

・
ク
ル
セ
ダ
ー
ズ
の
同
曲
を

収
録
し
た
シ
ン
グ

ル
レ

コ
ー
ド

が
、
発
売
の
直
前
に
中
止
さ
れ
た
。

同
曲
は
そ
の
後
、
日
本
に
お
い
て

日
本
民
間
放
送
連
盟
の
要
注
意
歌

謡
曲
指
定
を
受
け
て
い
る

（
注

３
）。Ｃ
Ｄ

『
イ
ム
ジ
ン
河
』
は
、
三

〇
年
以
上
の
歳
月
を
経
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
音
源
の
ま
ま
リ
リ
ー
ス
さ

れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
明
け
て
、
や

つ
と
世
の
中
が
正
常
に
戻
り
つ
つ

あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
の
た
め
、
朝
鮮
の
フ
ラ

ツ
グ

。
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
壺
麗
航

空
の
平
壌
―
北
京
便
が
二
〇
二
〇

年
二
月
か
ら
運
行
停
止
し
て
い
た

が
、
よ
う
や
く
北
京
便
の
運
行
再

開
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
こ
え

て
き
て
い
る
。

一
方
で
過
去
数
年
間
、
「朝
鮮

戦
争
停
戦
以
来
の
」
南
北
朝
鮮
関

係
の
悪
化
が
メ
デ
ィ
ァ
な
ど
で
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
昨
年
度
か

ら
今
年
に
か
け
て
、
関
係
の
さ
ら

な
る
悪
化
を
象
徴
す
る
よ
う
な

ニ

ュ
ー
ス
が
た
び
た
び
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
い
ま
こ
の
時
代
に
ザ

・
フ

オ
ー
ク

・
ク
ル
セ
ダ
ー
ズ
の

『
イ

ム
ジ
ン
河
』
を
も
う

一
度
聴
い
て

み
た
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
は
以
下
の
４
つ
の
曲

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

１
　
イ
ム
ジ
ン
河

２
　
悲
し
く
て
や
り
き
れ
な
い

３
　
イ
ム
ジ
ン
河
（カ
ラ
オ
ケ
）

４
　
悲
し
く
て
や
り
き
れ
な
い

（カ
ラ
オ
ケ
）

「悲
し
く
て
や
り
き
れ
な
い
」

は
、
「
イ
ム
ジ

ン
河
」
の
発
売
が

自
主
規
制
と
な

つ
た
当
時
、
そ
れ

に
代
わ
る
曲
と
し
て
制
作
さ
れ
た

と
さ
れ
る
。
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
音
楽

出
版

（当
時
）
の
会
長
か
ら

「イ
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ム
ジ
ン
河
」
に
代
わ
る
新
曲
を
作

曲
す
る
よ
う
強
く
要
請
さ
れ
強
要

さ
れ
た
ザ

・
フ
オ
ー
ク

・
ク
ル
セ

ダ
ー
ズ
が
、
会
長
室
に
数
時
間
缶

詰
状
態
に
さ
れ
た
と
き
に
作

つ
た

も
の
と
い
う

（注
４
）。

「イ
ム
ジ
ン
河
」
を
音
楽
サ
イ

ト
で
検
索
す
る
と
、
日
本
だ
け
で

な
く
、
朝
鮮
、
韓
国
、
中
国
と
さ

ま
ざ
ま
な
国
で
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た

曲
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
は
あ
る
が
、

ザ

・
フ
オ
ー
ク

・
ク
ル
セ
ダ
ー
ズ

の

「イ
ム
ジ
ン
河
」
は
そ
の
中
で

も
筆
者
が
過
去
数
十
年
の
間
に
、

何
度
も
繰
り
返
し
聴
き
込
ん
で
き

た
お
気
に
入
り
の
曲
で
あ
る
。

ザ

・
フ
オ
ー
ク
Ｌ
ク
ル
セ
ダ
ー

ズ
は
３
番
を

「イ
ム
ジ
ン
河
」
の

原
語
で
歌

つ
て
い
る

（
注
５
）
。

一
部
文
法
の
間
違
い
は
見
ら
れ
る

か
、
極
度
に
朝
鮮
語
の
教
材
が
不

足
し
て
お
り
、
学
習
手
段
も
限
ら

れ
た

一
九
六
八
年
当
時
の
収
録
状

孤
を
考
え
る
と
し
か
た
な
い
と
思

″
れ
る
。

む
し
ろ
、　
一
九
六
八
年
当
時
に

馴
鮮
の
曲
の
発
売
を
試
み
、
原
語

じ
歌

っ
た
ザ

・
フ
オ
ー
ク

・
ク
ル

ｔ
ダ
ー
ズ

の
先
進
性
を
讃
え
た

い
。

最
後
に
、　
一
九
六
八
年
か
ら
約

五
五
年
経

っ
た
現
在
、
さ
ら
に
後

退
の

一
途
を
辿

つ
て
い
る
南
北
朝

鮮
関
係
に
つ
い
て
非
常
に
残
念
に

思
う
。
元
の
状
態
に
戻
る
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
日
に
日
に
状
況
が
後

退
し
て
い
る
現
状
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
ま
だ
頭
の
中
が
混
乱
し

て
い
る
。
先
の
見
え
な
い
暗
い
現

実
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
た
ら
い

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
注
１
）

一
九
六
〇
年
代
後
半
に

デ
ピ
ュ
ー
し
た
音
楽
バ
ン
ド
で
、

フ
ォ
ー
ク
ル
と
い
う
略
称
で
も
呼

ば
れ
る
。　
一
九
六
五
年
、
大
学
生

だ

っ
た
加
藤
和
彦
が
、
雑
誌
の
読

書
欄
で

一
緒
に
フ
オ
ー
ク
を
や
る

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

五
人
が
集
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
「ジ

ャ
ズ

・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ
」
か
ら

名
前
を
取
っ
て
、
「ザ

・
フ
オ
ー
ク

・
ク
ル
セ
ダ
ー
ズ
」
を
結
成
し
た
。

（
注
２
）
朝
鮮
で
は

「
リ
ム
ジ
ン

ガ
ン
」
と
発
音
す
る
が
、
日
本
で

は
韓
国
で
の
発
音
の

「
イ
ム
ジ
ン

河
」
と

一
般
的
に
表
記
さ
れ
て
い

る
。ザ

・
フ
オ
ー
ク

・
ク
ル
セ
ダ
ー

ズ
の

『
イ
ム
ジ
ン
河
』
の
歌
詞
は

以
下
の
と
お
り

イ
ム
ジ
ン
河
水
清
＜

と
う
と
う
と
流
る

水
烏
自
由
に
群
が
り
飛
び
交
う

よ
我
が
祖
国
南

の
地
、
思
い
は
遥

か
イ
ム
ジ
ン
江
水
清
＜
、
と
う
と

う
と
流
る

ザ

・
フ
オ
ー
ク

・
ク
ル
セ
ダ
ー

ズ

の
歌
詞

「
我
が
祖
国
　
南
の
地

思
い
は
遥
か
」
に
対
し
て
朴
世

永
が
書
い
た
歌
詞
は

「
我
が
故
郷
、

南
の
地
　
行
き
た
＜
て
も
行
け
ぬ
」

と
、
歌
詞
の
意
訳
が
さ
れ
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

（
注
３
）

一
九
七
七
年
十

一
月
三

〇
日
当
時
は
Ａ
ラ
ン
ク
指
定

（
放

送
禁
止
）
だ

っ
た
が
、　
一
九
七
八

年
九
月
五
日
時
点
［４
４
］
で
は
Ｂ

ラ
ン
ク
指
定

（
旋
律
の
み
使
用
可

能
）
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
吉
野

健
三

『
歌
謡
曲

流
行
ら
せ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
』
晩
声
社
．

（
注
４
）

丁
鮮
０
い【＼
＞
３
≧
ξ
・ヨ
⊂
∽
δ
ヨ
ｐ
ｐ
Ｑ
ν

ざ
＼
一Ｄ
お
⊇
δ
妥
≧

ｏ
ｏ
Ｏ
ヽ

実
際
の
作
曲
時
間
は
二
～
三
〇
分

ぐ
ら
い
だ

っ
た
と
い
う
。
コ
イ
ム

ジ

ン
河
』
の
コ
ー
ド
を
反
対
か
ら

つ
な
げ
て
作

っ
た
」
と
の
紹
介
を

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
作
曲
者

自
身
は
否
定
し
て
い
る
。

（
注
５
）
「
イ
ム
ジ
ン
河
」
の
３
番

以
降
の
歌
詞
は
、
こ
れ
ま
で
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

「あ
い
ち
子
育
て
教
育
九
条
の
会
」

設
立

（準
備
）
記
念
　
　
教
育
講
演
会

講
演
者
　
小
森
陽

一
さ
ん

は
麻
舞
畔
略
率
］
授

「
九
条

の
会
」
事
翡
局
長

日
本
国
憲
法
の
精
神
を
子
育
て
・
教
育
の
場
で
実
現
し
よ
う

―
子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未
来
を
―
」

》

海30El(」L)
,30～ 16:30
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大
き
く
舵
を
切
っ
た
統

一
政
策

文 光
愛知朝鮮学園理事長

朝
鮮

の
統

一
は
七
千
万
民
族

の
悲
願
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、

ド
イ
ツ
や
ベ
ト
ナ
ム
も
分
か
れ
た

が
、
今
や

一
つ
に
な

っ
た
の
で
、

分
裂
国
家
は
朝
鮮
だ
け
で
あ
る
。

七
九
年
間
、
南
北
双
方
は
統

一
を

目
指
し
て
き
た
が
、
未
だ
成
し
遂

げ
ず
、
今
年
は
朝
鮮
が
韓
国
を
「交

戦
国
家
」
と
し
て
「第

一
の
敵
国
」

と
し
た
。
若
し
、
朝
鮮
で
戦
争
が

起
き
た
ら
、
狭
い
朝
鮮
半
島
だ
け

で
は
な
く
、
間
違
い
な
く
沖
縄

・

日
本
列
島
も
巻
き
込
む
北
東
ア
ジ

ア
、
米
国
と
の
戦
争
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
や
朝
鮮
戦
争
も
比
で
な
い
売
墟

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
朝
鮮
は
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、

米

。
英

・
中

・
ソ
の
ヤ
ル
タ
会
談

か
ら
米
ソ
の
干
渉
と
分
割
占
領
こ

よ
っ
て
南
北
に
分
断
さ
れ
た

一新

城

¨
ミ
ユ

ーー

朝
鮮
は
絶
え
ず
大

国
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
統

一
を

妨
げ
る
要
因
に
な
り
、
東
西
陣
営

の
対
立

の
象
徴
に
も
な

つ
て
き

た
。
南
北
双
方
は
何
故
今
、
「明

確
な
敵
」
と
し
て
お
互
い
打
倒
を

唱
え
る
の
か
、
平
和
統

一
は
諦
め

本
当
に
戦
争
を
す
る
の
か
、
こ
の

問
題
が
日
本
や
在
日
朝
鮮
人
社
会

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

）い′́
。緊

張
激
化
の
要
因
は
何

な
の
か

朝
鮮
は
五
千
年

の
悠
久
な
歴

史
を
持

つ
た
民
族
だ
と
い
う
。
た

だ
し
、
統

一
国
家
の
体
を
整
え
た

の
は
新
羅
や
高
一麗
が
あ
り
、
李
氏

朝
鮮
の
末
期
に
植
民
地
に
転
落
し

た
。
解
放
さ
れ
た
朝
鮮
は

一
つ
の

祖
国
を
望
み
、
南
で
は
昌
三
事
、

金
九
等
各
界
各
層
の
人
々
が
米
軍

政
と
信
託
統
治
を
反
対
し
て
運
動

を
展
開
し
た
。
北
で
は
、
朝
鮮
労

働
党
に
金
日
成
責
任
秘
書
が
就
任

し
た
後
、
単
独
政
府
樹
立
を
反
対

し
南
北
連
席
会
議
な
ど
を
通
じ
、

人
月
に
最
高
人
民
会
議
代
議
員
選

挙
を
実
施
し
て
南
朝
鮮
か
ら
も
代

議
員
を

「選
出
」
し
た
。
最
初
の

共
和
国
憲
法
に
は
首
都
は
ソ
ウ
ル

で
あ
り
、
全
朝
鮮
半
島
を
領
土
と

し
た
。
実
効
的
支
配
は
北
緯
二
人

度
以
北
だ
が
、
南
は
米
国
が
支
配

す
る
政
権
が
占
拠
し
て
い
る
と
し

て
、
九
月
に
共
和
国
を
樹
立
し
た

一
七
名
の
閣
僚
の
中
で
、
南
労
働

党
出
身
者
が
四
名
、
越
北
者
三
名

を
含
ん
で
い
た

［糠
谷
も
あ
］
ＩＩＩ

南
で
は
ア
メ
リ
カ
が
信
訂
統

治
の
中
、　
一
方
的
に
親
米
的
な
国

家
を
樹
立
さ
せ
る
た
め
に

一
九
四

七
年
に
国
連
朝
鮮
臨
時
委
員
会
ａ

ｚ
パ
冥
）
を
組
織
し
て
北
緯
二
人

度
線
以
南

で
の
選
挙
が
実
施
さ

れ
、
李
承
晩
が
首
班
と
す
る
大
韓

民
国
政
府
が
発
足
し
、
国
連
は
韓

国
を
唯

一
の
合
法
政
府
と
し
て
承

認
し
た
。
韓
国
は
国
家
保
安
法
を

公
布
し
た
後
、
反
政
府
勢
力
に
対

し
て
済
州
道
の
四

・
三
事
件
の
よ

う
な
無
慈
悲
な
弾
圧
を
行

つ
た
。

朴
正
熙
独
裁
政
権
か
ら
全
斗
炊

・

慮
泰
愚

・
李
明
博

・
朴
種
恵

。
金

泳
三
政
権
と
代
わ
り
金
大
中
と
の

六

・
一
五
共
同
宣
言
と
慶
武
鉱
と

の

一
〇

・
四
宣
言
、
そ
し
て
文
在

寅
と
の
九

・
一
九
軍
事
合
意
に
至

っ
た
。
文
政
権
は
板
門
店
区
域
を

非
武
装
化
し
地
雷
除
去
と
遺
骨
発

掘
を
行
う
微
弱
か
「不
可
侵
合
意
」

［朴
榮
溶
品
昌

熙

を
し
た
が
、

米
国
と
は
同
盟
強
化
と
核
拡
大
抑

止
公
約
を
維
持
し
て
、
米
韓
合
同

軍
事
演
習
を
実
施
し
た
。
核
の

一

括
廃
棄
を
求
め
る
米
国
と
段
階
的

非
核
化
と
演
習
の
中
止
を
求
め
る

立
場
の
違
い
か
ら
米
朝
間
の
ハ
ノ

イ
会
談
は
決
裂
し
、
以
前
の
膠
着

状
態
に
戻
り
北
南
関
係
も
崩
れ
、

悪
化
の

一
途
を
た
ど
り
始
め
た
。

日
本
は
安
保
保
障
や
歴
史
認
識
問

題
で
日
韓
関
係
を
悪
化
さ
せ
、
多

国
間
外
交
の
舞
台
で
も
韓
国
を
孤

立
さ
せ
た
。
し
か
し
、
米
国
の
主

導
の
も
と
に
米
韓
日
合
同
軍
事
演

告
ニ
ロ
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習
は
去
年
だ
け
で
も
五
二
回
、
二

四
五
日
間
も
史
上
最
大
規
模
で
行

わ
れ
、
米
韓
日
軍
事
同
盟
は
核
対

応
の
最
高
水
準
で
緊
密
化
が
図
ら

れ
た
。
ヂ
政
権
は

「北
韓
政
権
と

北
韓
軍
は
明
確
な
敵
」
と
し
て
、

九

。
一
九
宣
言
の
無
効
化

ヽ
を
発
表

し
、　
一
二
月
に
国
防
長
官
の
命
令

で
、
「現
場
指
揮
官
の
判
断
」
で

戦
闘
開
始
す
る
権
限
を
与
え
、
年

末
年
初
に
は
米
韓
軍
が
軍
事
境
界

線
で
戦
闘
射
撃
合
同
訓
練
を
行

つ

た
。
米
国
の
ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
国
際

問
題
研
究
所
は

「朝
鮮
半
島
の
状

況
は

一
九
五
〇
年
六
月
初
め
以

来
、
最
も
危
険
だ
」
と
警
笛
を
鳴

ら
し
て
い
る

［李
］
Ｍ

転
換
は
ど
ん
な
影
響
を

与
え
る
か

金
正
恩
総
書
記
は
党
会
議
で

北
南
関
係
は

「同
族
関
係

。
同
質

関
係
で
は
な
い
」
と
し
、
最
高
人

民
会
議
で
は
、
韓
国
を
初
め
て
認

め
て

「統

一
」
の
対
象
国
で
は
な

く
、
「第

一
の
敵
国
」
に
す
る
こ

と
を
規
定
し
戦
争
時
に
は
韓
国
を

完
全
に
占
領
、
平
定
、
収
復
し
共

和
国
領
域
に
編
入
さ
せ
る
と
し

た
。
国
歌
の
中
か
ら

「三
千
里
」

を
削
除
し
、
「わ
れ
ら
の
願
い
は

統

一
」
「自
主
、
平
和
、
民
族
的

大
団
結
」
を
使
用
せ
ず
、
祖
国
平

和
統

一
委
員
会
、
民
族
経
済
協
力

局
、
金
剛
疇
国
際
観
光
局
を
廃
止

し
、
「六

・
一
五
南
北
共
同
宣
言

実
践
北
側
委
員
会
」
「祖
国
統

一

汎
民
族
連
合

（汎
民
連
）
北
側
本

部
」
「民
族
和
解
協
議
会
」
「檀
君

民
族
統

一
協
議
会
」
等
を
全
て
整

理
す
る
こ
と
に
し
た
。
朝
鮮
は
統

一
政
策
を
新
た
に
確
立
し
、
統

一

戦
線
部
や
対
南
部
門
の
闘
争
原
則

と
方
向
を
根
本
的
に
転
換
し
て
、

機
構
を
整
理
改
編
し
た
。
韓
国
の

文
益
炊
牧
師
が

一
九
人
九
年
に
北

を
訪
れ
金
日
成
主
席
と
会
談
し
、

祖
国
平
和
統

一
委
員
会
許
淡
委
員

長
と
合
意
し
て
ド
イ
ツ
で
結
成
さ

れ
た
汎
民
連
組
織
も
す
べ
て
解
散

さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
中
断
さ

れ
た

［李
ジ

ェ
フ
ン
］
ＩＶ‐

朝
鮮
総
聯
は
、
結
成
当
初
か

ら

一
貫
し
て
祖
国
の
統

一
に
寄
与

す
る
こ
と
が
自
ら
の
基
本
使
命
で

あ
る
こ
と
を
綱
領
に
明
記
し
、
金

日
成
主
席
と
金
正
田
総
書
記
の
遺

訓
で
あ
る
、
祖
国
統

一
三
大
原
則

と
全
民
族
大
団
結

一
〇
大
綱
領
を

運
動
の
指
針
と
し
て
活
動
し
積
極

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
鋼

し
か
し
、
今
回
の
統

一
政
策
の
転

換
に
よ
り
、
朝
走
モ
著
の
運
動
方

針
変
更
は
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
在
日
同
砲

一
、
二
世
の

中
に
は

一
生
涯
を
祖
国
統

一
の
為

に
捧
げ

て
来
た
方
た
ち
が
数
多

い
。
現
在
、
朝
鮮
籍
の
人
が
二
万

六
千
人
を
切
り
、
韓
国
籍
の
人
が

在
ロ
コ
リ
ア
ン
社
会
の
九
割
を
超

え
た
の
は
総
聯
同
胞
や
朝
鮮
学
校

で
も
同
じ
よ
う
な
比
率
で
あ
る
。

金
総
書
記
が
示
し
た

「
広
幅
政

治
」、
「門
戸
を
低
く
す
る
方
針
」

で
韓
国
籍
や
他
の
国
籍
迄
差
別
な

く
受
け
入
れ
運
営
し
て
き
た
朝
鮮

学
校
で
は
、
本
国
と
同
じ
様
に
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
韓
国
籍
や

韓
国
と
の
関
わ
り
合
い
を
持

っ
て

い
る
人
を
除
外
す
る
と
い
う
の
は

あ
り
得
な
い
話
で
あ
る
。
若
し
そ

れ
を
強
行
す
れ
ば
、
学
生
減
少
と

組
織
弱
化
に
拍
車
を
か
け
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
」
統

一
運
動
に

お
い
て
は
、
「
民
主
化
と
統

一
は

一
体
」
日

と
し
て
戦

っ
て
き
た
人

た
ち
と
は
変
わ
る
こ
と
な
く
続
く

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
本

国
で
は
国
境
が
あ
る
の
で
許
可
な

く
接
触
は
出
来
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
日
本
に
あ
る
朝
鮮
学
校
の

場
合
は
そ
の
特
殊
性
か
ら
共
和
国

の
み
を
支
持
す
る
人
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
が

学
べ
、
日
本
と
朝
鮮
の
架
け
橋
的

存
在
を
育
て
る
こ
と
を
求
め
て
き

た
。
こ
れ
は
在
日
と
し
て
の
ア
イ

デ

ン
テ
イ
テ
イ
で
あ
り
、
こ
れ
を

守
る
こ
と
が
民
族
教
育
の
未
来
だ

と
思
え
る
。
筆
者
は
朝
鮮
が

一
つ

に
な
る
に
は
韓
国
が
米
国
の
愧
儡

で
は
な
く
自
主
的
な
政
権
に
な
れ

ば
、
統

一
事
業
は
叶
え
ら
れ
る
と

確
信
す
る
。

平
和
建
設
に
邁
進
す
る

国
が
な
ぜ
戦
争
？

朝
鮮
は
最
高
人
民
会
議
で
経

済
分
野
に
お
い
て
、
去
年
穀
物
生

産
の
増
産
に
成
功
し
、　
Ｉ

一の
経

済
目
標
を
超
過
達
成
さ
せ
、
二
〇

二
三
年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

が
二
〇
年
に
比
べ
て

一
。
四
倍
増

え
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
人

民
の
福
利
増
進
を
国
家
活
動
の
最

高
原
則
と
し
て

、　
一
〇
年
間
に

地
方
産
業
を
活
性
化
す
る

「地
方

発
展
二
〇
×

一
〇
政
策
」
、
即
ち

全
国
の
二
〇
〇
市
、
郡
の
地
方
産

業
を
近
代
化
さ
せ
る
具
体
案
を
出

し
た
。
朝
鮮
の
地
方
産
業
復
興
策

は
地
方
特
産
品
か
ら
食
料
品
や
建

材
製
品
を
作
り
、
人
民
経
済
を
活

性
化
さ
せ
て
地
方
に
Ｃ
Ｎ
Ｃ
体
系
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を
整
え
る
産
業
基
盤
を
築
く
こ
と

を
目
論
ん
で
い
る
。
金
委
員
長
は

以
前
の
先
軍
政
治
と
は
違
い
、
党

中
心
と
国
家
機
能
の
政
治
ス
タ
イ

ル
に
乗
り
換
え
、　
一
般
市
民
に
は

「親
和
性
」
、
幹
部
に
は

「
公
開

性

・
透
明
性

・
専
門
性

。
実
用

性
」
に
よ
る
厳
し
さ
を
示
し
な
が

ら
求
心
力
を
強
化
し
て
い
る

［大

澤
ざ
ヽ
二
お
］
闘

経
済
は
生
産

と
分
配
の
権
限
の

一
部
を
移
譲
す

る

「
社
会
主
義
企
業
責
任
管
理

制
」
、
農
業
で
は

「
圃
田
担
当
責

任
制
」
の
拡
大
で
、
自
由
な
競
争

を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
経
済
を

上
向
か
せ
、
食
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
し
て
い
る

［大
澤
一【毬
］
国

部
分
的
な
市
場
経
済
の
導
入
は
二

〇

一
〇
年
に
は
二
〇
〇
カ
所
の
チ

ヤ
ン
マ
ダ
ン
が
二
〇

一
二
年
に
は

四
〇
六
カ
所
、　
一
七
年
に
は
四
五

〇
カ
所
と
倍
増
し
て
、
人
口
の
人

〇
％
が
利
用
し
企
業
の
自
立
性
を

拡
大
し
て
市
場
経
済
の
土
台
が
整

っ
た
と
い
う

［大
澤
二
認
「

そ

の
活
発
化
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、
携

帯
電
話
の
普
及
率
は
二
〇

一
九
年

時
点
で
二
五
％

［大
澤
ニ
ヨ
「
、

生
活
の
必
需
品

（人
三
％
）
に
な

っ
て
い
る
と
報
道
し
て
い
る

［東

虫
日
報
］
瑞

最
高
人
民
会
議
で

は
、
在
日
同
胞
の
子
女
の
為
に
教

育
援
助
費
と
奨
学
金
を
送
り
、
学

生
た
ち
の
制
服
、
衣
服
、
靴
な
ど

生
活
用
品
等
衣
食
住
を
国
家
的
に

保
証
す
る
強
い
対
策
を
樹
立
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
金
委
員
長
は

青
年
会
議
で

「
二
〇
三
六
年
前
後

で
全
て
の
人
民
が
幸
福
を
享
受

し
、
隆
盛
繁
栄
　
す
る
社
会
主
義

強
澤
を
打
ち
立

て
る
」

「
井
上

一圏

‐Ｘｌ

と
し
て
い
る
の
は
米
国
が

仕
樹
け
な
い
限
り
戦
争
し
な
い
と

思
わ
れ
る
。
金
委
員
長
が
言
う
「壊

滅
す
る
万
端
の
準
備
」
と
は
、
超

大
型
水
素
爆
弾
、
原
子
力
潜
水
艦

の
開
発
等

「国
防
科
学
発
展
及
び

武
器
体
系
開
発
五
カ
年
計
画
」
の

大
半
を
完
遂
さ
せ
近
代
的
な
正
規

軍
の
整
え
と
し
て
の
示
唆
で
あ
る

［中
川
ざ
博
］
ＸＩ

日
本
で
は

「個
人
化
」
す
る

権
威
主
義
体
制
が
七
年
か
ら
二
六

年
し
か
持
た
な
い
と
す
る
論
調

［大
澤

一
滅
］
が
あ
る
が
、
現
実

に
は
外
部
に
頼
ら
な
い
経
済
建
設

（自
力
更
生
）
が
志
向
さ
れ
、
自

給
白
足
に
拍
車
を
か
け
て
改
善
し

た
こ
と
、
軍
隊
が
水
害
の
被
害
復

旧
事
業

（道
路
、
橋
、
河
川
堤

防
等
）
や
住
宅
建
設
等

の
経
済

建
設
に
貢
献
し
て
人
民
の
支
持
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る

［宮

本
一日８
］
則

世
界
の
動
き

去
年
、
「安
定
的
で
未
来
志
向

的
な
百
年
大
計
」
を
構
築
し
た
朝

口
関
係
は
経
済
制
裁
の
中
で
も
ロ

シ
ア
が
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
小
麦

粉
、
石
油
等
を
朝
鮮
に
輸
出
し
［週

刊
金
曜
日
８
田
お
馬
昌
、
金
融
機

関
に
凍
結
し
て
い
た
朝
鮮
の
資
産

三
千
万
ド
ル
の
引
出
し
を
認
め
、

原
油
購
入
に
使
わ
れ
国
際
市
場
に

進
む
道
が
開
か
れ
る
可
能
性
が
高

い
と
し
て
い
る

［朴
『
Ⅲ

ロ
シ

ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

・
マ
チ

エ

ゴ
ラ
駐
朝
鮮
大
使
は

「プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
大
統
領
選
挙
終
了
後
に

訪
朝
し
て
相
互
観
光
活
性
化
共
同

文
書
」
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る

［洪
］
‥

明
ら
か
に
朝

口
の
戦

略
関
係
は
中

口
と
の
連
帯
か
ら
米

国
を
揺
さ
ぶ
る

「独
立
変
数
」
と

な

つ
て
い
る

［
ハ
ン
ギ
‐ヨ
レ
新
聞

ｓ
Ｎ
ω
い

ヽ

チ
ヨ
と

鰤

米
国
が
中
近
東
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
苦
境
に
落
ち
込
み
、
国
際
舞

台
で
衰
退
し
て
い
る
状
況
、
中
ロ

と
の
強
い
パ
イ
プ
は
金
委
員
長
の

発
言

「祖
国
統

一
を
成
し
遂
げ
る

た
め
の
革
命
戦
争
準
備
」
の
裏
に

は
読
み
取
れ
る
。
米
国
は
ロ
シ
ア

や
中
国
の
大
国
と
の
対
決
は
あ

つ

て
も
戦
争
ま
で
は
発
展
し
に
く

ぃ
。
し
か
し
朝
鮮
は
依
然
交
戦
状

態
で
あ
る
。

薇

輻

確

稗

螺

瘍

圧
迫
を
受
け
て
い
る
の
は
朝
鮮
で

は
な
く
米
国
で
あ
ろ
う
。
核
強
国

朝
鮮
と
戦
争
す
る
の
は
自
殺
行
為

に
等
し
い
。
戦
略
戦
術
核
兵
器
を

所
有
し
た
朝
鮮
は
決
心
さ
え
す
れ

ば
、
米
本
土
や
作
戦
指
揮
所
に
届

く
核
爆
弾
を
所
有
し
て
お
り
、
七

四
年
前
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。

九
四
年
と
〇
八
年
に
平
壌
を
訪
れ

た
ペ
リ
ー
元
国
防
長
官
は

「米
国

の
北
朝
鮮
外
交
は
最
も
不
成
功
に

終
わ

つ
た
外
交
で
あ

つ
た
」
と
回

顧
録
に
続
し
て
い
る
［ぺ
り
―
¨

Ｎ
Ｎ
Ｏ
］
　
Ⅶ
一

国
連
の
国
際
司
法
裁
判
所

（
Ｉ

Ｃ
ｊ
）
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
戦

争
で
人
道
犯
罪
を
禁
止
し
た
ジ

エ

解
行
初
″
狩
曝
訥
衆
議
飯
村
“
睡

決
を
下
し
、
ガ
ザ
で
の
即
時
停
戦

を
命
じ
た
。
し
か
し
、
米
国
が
安

保
理
で
拒
否
権
を
発
動
し
、
停
戦

案
は
否
決
さ
れ
た
が
、
世
界
の
眼

差
し
は
追
随
す
る
日
本
や
Ｅ
Ｕ
諸

国
を
白
い
日
で
見
て
い
る
。
ウ
ク
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月

刊

『
日
本
と
■
辟
／
愛
知
版
』
メ
モ

●
記
事

・
原
稿
は
、
随
時
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
毎
月
、
十
五
日
ご
ろ

ま
で
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
書
評
、
時
評
、
話
題
な
ど
歓
迎
し
ま
す
。

●
身
近
に
あ
る
交
流

・
お
付
き
合
い
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ラ
イ
ナ
戦
争
に
米
国
議
会
が
予
算

支
出
を
躊
躇
す
る
の
は
益
々
ロ
シ

ア
有
利
に
展
開
し
て
い
る
が
、
ド

ロ
沼
は
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
。

世
界
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

一

極
構
造
で
は
な
く
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

や
Ｇ
二
〇
、
新
し
い
グ

ロ
ー
バ
ル

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
形
成
に
よ
り
世

界
秩
序
の
流
れ
が
明
ら
か
こ
変

つ

て
い
る

［
カ
レ
ル
ニ
記
］
Ｈ

一二

人
度
線
を
境
に
、
米
軍
基
地
と
非

武
装
地
帯

（冒
じ

に
九
五
〇
個

の
核
弾
頭
が
配
備
さ
れ
、
戦
略
爆

撃
機
が
朝
鮮
半
島
上
空
を
飛
行
し

原
潜
の
核
脅
威
を
晒
し
て
い
る
状

況
は
極
め
て
危
険
で
あ
る

［井
上

卜̈
Ｏ
］
。

さ

い
ご

に

今
年

の
米
国
大
統
領
選
挙
で

ト
ラ
ン
プ
が
大
統
領
に
な
れ
ば
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
手
を
引
く
で
あ

ろ
う
し
、
朝
米
関
係
は
ど
の
よ
う

な
動
き
を
見
せ
る
の
か
は
注
目
の

的
で
あ
る
。
日
本
は
朝
鮮
に
対
す

る

「無
関
与
政
策
」
で
は
な
く
、

交
流

・
対
話

・
協
力
に
よ
つ
て
朝

鮮
の
脅
威
除
去
を
図
る

「関
与
政

策
」

へ
の
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ

′υ
。朝
鮮
半
島
で
紛
争
が
起
き
れ

ば
、
日
本
も
無
事
で
は
済
ま
な
い
。

日
本
の
民
主
勢
力
は
核
兵
器
を
保

有
し
た
朝
鮮
に
対
し
て
放
棄
さ
せ

る
だ
け
の
手
立
て
が
見
つ
か
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
使
わ
せ
な
い
平
和

の
道
筋
を
考
え
る
し
か
な
い
。
軍

拡
路
線
に
突
き
進
む
自
民
党
政
権

に
対
し
て
ハ
ッ
キ
リ
と
Ｎ
Ｏ
と
言

え
る
平
和
連
合
政
権
を
作
る
チ
ャ

ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
。
日
本
は

被
爆
国
と
し
て
核
禁
上
条
約
に
加

盟
し
て
、
全
国
民
が
核
抑
止
を
訴

え
れ
ば
必
ず
平
和
国
家
を
築
け
、

朝
日
問
題
も
解
決
す
る
で
あ
ろ
う

と
思
え
る
。

二
〇
二
四
年
二
月

一
四
日

【灘L】
i新城道彦『 朝鮮半島の歴史政争 と外患の 600年』新潮社 2023年
ii糟谷憲一・並木真人・林雄介『 朝鮮現在史』山川出版社 2016年
五i西野純也編著『激動の朝鮮半島を読みとく』慶應義塾大学東アジア研究所 2023年
ivロバー ト・ヵ― リン研究員 とジークフリー ド・ヘ ッカー博士の発言、ハンギョレ新聞 2024年 1月
14日 、李ボニョンフシントン特派員
Vハ ンギョレ新聞 2024年 1月 14日 李ジェフン先任記者

焦霧場ド
gt募
多
些藪秀ワ鼻曇9骨留窯馬婚式宿星冒組昌雰警聖男筆嘉泰主雪晟妻争冒電もだ基島ち

電ヽ 黄哲嘆『囚人』明石書店2020年 353頁。
vui大澤文護『金正恩体市J形成と国際危機管理―北朝鮮核ミサイル問題で日本人が本当に考えるべき
こと』唯学書房7017年
破 大澤傑『 「個人化Jする権威主義体制』明石書店2023年 139頁。
x 脱1ヒ者の記事をF2024年 2月 7日 韓国 『東亜日報』が報道。
対 井上智太郎『金正恩の核兵器―北朝鮮のミサイル戦略と日本』ちくま新書 2023年
対i中川正彦 「金正恩時代のミサイル発射 と軍事パレー ド」IDE―ЛrRO『世界を見る眼』2022.8
X・ll膠

荒曇露参
の軍需産業と軍隊一兵器開発と災害への対応」伊集院敦・日本経済研究ャン

Xivハ ンギョレ新聞 2024年 2月 7日 本卜先任記者
xvハンギョレ新聞 2024年 2月 7日 洪ソクジェ先任記者
X宙 ウイリアム iペ リー『核戦争の瀬戸際で』東京堂出版 2018
x、狙 カレル・V・ ウォルフレン『 日本人だけが知らないアメリカ「世界支配」の終わり』徳間書店2007年
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晨
Ｅ

い
ま
面
白
い
市
民
運
動
の
情
報
誌

●

日
中
友
好
新

聞

・
愛

知
県
連
版

（
二
〇

一
一
四
年

一一百

一
日
　

発

行

＝
日
中

友
好

協
会
愛

知

県
連
／
名

古
屋
市

千
種

区
）

〇
中

国
註
名
古

屋
総
領
事

館

・
偽

満
皇
宮

博

物
館

か
ら

の
新

年

の
あ

い
さ

つ

○
中

国
語
講

師
紹
介
①

時

彦
卿
先

生○

【
中

国

も

の
し
リ

コ
ー

ナ
ー

】

西
太
后

が
毎

日
食

べ
た
と

い
う

「満

漢
全
席
」

ほ
か

●
瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を

保
存
す
る
会
会
報

（第

一
八
〇
「可
⊥

一〇
一一四
二
千

一

発
行
＝
同
会
／
瀬
戸
市
）

マ
イ

ク

ロ
バ

ス
で
行

く
春

の
戦
跡

め
ぐ

り

／

あ

つ
み
半
島

（
田
原
市

）
戦
跡

見
学
会

〇
第

３

回
愛
航

研
究
会

「
愛
知
航

空
機
と
紫
電
改
」
家

○
盛

況
だ

っ
た
現
地

見
学
会

（
一

。
二
七
）

ほ
か

曇
評
摯
嘲
幹
甲
三

・
十
発

行

＝
同
会

／
名
古

屋
市
熱

田
区
）

○

【
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
】

二
宮

純

子

さ

ん
／
武

力

対
武

力

で
平
和

は
来

ま

せ
ん

１
／
武

力

を
持

っ
て

い
れ

ば
抑

止
力

で
戦
争

が
起

こ
ら
な

い

の
で
し

ょ
う
か

○
市

民
と

野
党

の
共

闘

・
各
地

の

行
動
Ｏ

Ｓ

Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｉ
　

Ｇ

ｅ

ｎ
ｏ
ｃ
ｉ

ｄ

ｅ
／
ガ
ザ

攻

撃

の
即
時
中

止

を

／
ガ
ザ
緊
急

ア
ク
シ

ョ
ン

ほ
か

●
愛

労

連

（箋

・天

八
号
上

δ

二
四

・
三
　
発
行
＝
愛
知
県
労
働
組
合

総
連
合
／
名
古
屋
市
熱
田
区
）

○
追

い
風

つ
か

み
大

幅
賃

上
げ

を

／

二
〇

二
四
国
民
春

闘

で
生

活

を

変
え
よ
う

〇

【
オ

ピ

ニ
オ

ン
】
労
働
組
合

の

出
番

／

ジ

ェ
ン
ダ

ー
平
等

を
非

正

規
春
間

で

〇
能

登
半
島

地
震
／

被
災

地

の
活

動

か

ら
／
見

え

た

「
公

共
」

の
大

切
さ

ほ
か

●

平

和

新

聞

・
愛

知

版

愛
（
肛
Ю

喜
綱
参

護
会．
パ
名
胡
麟

制

鯨
駆
射
武
器
輸
出
に
道

を
開
く

「防

衛
装
備

移
転

三
原

則
」
改
悪

の
中

止

を
求

め

る
署
名

の
結
集

に
ご

協

力
く
だ

さ

い

〇

ロ
シ
ア

の
ウ

ク

ラ
イ
ナ
侵
略

２

年
／
私

た
ち

の
声

を
届

け

て
ほ
し

い〇

あ

い
ち
総

が
か
り
行
動

総
会

／

二
〇

一
五
年
安
倍
体
制
打
破

ヘほ
か

●
あ
ま
東
部

（
Ｌ

一
八

一
＝
二
〇
二
四
ム
Ｔ

二

五
　

発

行

＝
あ

ま
東
部

平
和
委

員

会

／
海
部
郡
大
治
町
）

○
核

な

き
世
界

へ
／

ビ

キ

ニ
の
た

た
か
い
の
よ
う
に

〇
基

地

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
／
守

山
駐
屯
地

を
探
索

〇

一

。

一
九
集
会

／

怒
髪

天

を
衝

く
／
金
権

腐
敗

の
自

民
政
治

は
終

わ
り
に

．

ほ
か

●

な

ご

や

市

職

（第

二
四
〇

三
号
＝
二
〇

二
四
年

二

月

一
日
　

発
行

＝
名
古

屋
市
職

員

労
働
組
合

／
名
古

屋
市

中

区

三

の

九
）
○
組
合

に
加

入
し

た

い
と
自

ら
声

を

か
け
／

「
組
合

で

つ
な

が
り

を

つ
く

り
た

い
！
」
／

長

い
職

員

人

生
、

つ
な
が
り
が
大
事

○
被

災

地

で
感

じ

た
／
住

民

同
士

の

つ
な

が
り

の
重

要
性

／
被

災
者

の
体
調
管
理
支
援
に
従
事

〇
楽

し

い
余

興

に
　

は
ず

む
思

い

出

話
／

「
退
職
者

を
祝

う
集

い
開

催
」

ほ
か

【表
紙
――
三
浦
雅
子
】
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